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２学期終了です！よいお年を！
本日、２学期の７９日間を無事終えることができました。前号にも書かせていただきま

したが、これも保護者の皆様のご理解とご協力のおかげです。ありがとうございました。

冬休み中は、新型コロナウイルスや交通事故等に気をつけながら、家族団らんの時間
をお過ごしいただければと思います。どうぞよいお年をお迎えください。

入賞おめでとうございます
これまで始業式や終業式、全校集会で表彰されたり紹介されたりした児童の紹介です！ ※敬称略
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木更津・袖ケ浦支部小学校陸上記録会
＜男子１０００ｍ＞
第１位 ６年 宮本 瑞樹
第８位 ６年 三木 海晴

＜男子走り高跳び＞
第６位 ６年 志田 誠武・髙橋 怜央

＜女子ソフトボール投げ＞
第４位 ５年 岩田 莉緒奈
第６位 ６年 加藤 由衣

＜５年男子１００ｍ＞
第２位 ５年 大須賀 翼

＜５年女子１００ｍ＞
第３位 ５年 永嶌 咲愛

＜高学年男子リレー＞
第４位 大須賀 翼・三谷 晴士

緒形 竣太・吉原 竜馬

千葉県席書大会
千葉日報社賞
２年 竹ケ原 嵐・４年 岩瀬 七海・５年 佐生 結愛

書星会賞
１年 川﨑 遥・廣居 芽彩
２年 佐生 瑛歩
３年 今城 美友・平野 董雅
４年 高井 紗菜・廣盛 莉音・山口 一路
５年 近藤 惺菜・廣盛 花音・岡田 笑実・國藤 綾音
６年 中島 嘉心・半沢 美帆・池田 葵

松井 陽菜乃・土橋 心結

ＪＡ共済千葉県小・中学生「書写」コンクール
＜半紙の部＞ 佳作 ２年 竹ケ原 嵐

金賞 ２年 佐生 瑛歩
＜条幅の部＞ 佳作 ２年 竹ケ原 嵐

木更津市科学工夫・論文作品審査会 君津地方科学工夫作品展
＜科学工夫＞ 木更津市教育委員会教育長賞
金賞 ３年 望月 彩華 「メリーゴーランド」 ３年 望月 彩華
銀賞 ６年 黒川 希那斗「体内コースター」 「メリーゴーランド」
銅賞 １年 岩﨑 樹奈 「魚をおそうサメ しおふくクジラ」 入選

４年 山口 心愛 「ペンデュラムウエーブ」 ６年 黒川 希那斗
５年 山元 竜翔 「∞ループ」 「体内コースター」
６年 中島 嘉心 「からくりドリーム遊園地」

＜科学論文＞ ～・～・～・～・～・～・～・～
銀賞 ６年 尾形 厚樹 「消化をたすけるはたらきってどんなもの？」
銅賞 ２年 鈴木 桐馬 「アリがすきなたべものけんきゅうパート２

～アリが何あじのポテトチップスがすきか～」
３年 山口 優誠 「ざっ草のふしぎ」
４年 岸本 光生 「かっこいいブーメランを作る」
６年 望月 響 「菌と細胞を見てみる」

君津地方健歯児童生徒審査会
優秀賞 ６年 吉野 泰輝

６年 有森 福音

ポスター関係
歯と口の健康週間図画ポスター 小学校高学年部門最優秀賞 ６年 中島 嘉心
木更津市下水道図画展 金賞 ４年 大平 瑠音・根本 将吾・山田 彩乃
木更津市ごみ減量・リサイクル促進ポスターコンクール 教育長賞 ４年 鈴木 奈那
子どもの人権ポスター原画コンテスト 銅賞 １年 猪野 詠穂 ・ ４年 鈴木 唯乃
アクアコインポスターコンテスト 君津信用組合理事長賞 ６年 大塚 勇輝
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木更津市小中学校図工・美術作品審査会
推選
＜平面の部＞

１年 松浦 実希「きれいなくじらとあそんだよ」
山田 章太「カラフル くらげ」

２年 古賀 朝陽「カマキリとあそんだよ」
保田 悠翔「ザリガニとなかよし」

３年 朝生 陽介「あやとりをしているぼく」
５年 花形 彩芭「美しいお月見」

中瀬 花恋「雨の音楽」
６年 櫻庭 妃菜「思い出の校舎」

斎藤 光希「思い出の図書室」
＜立体の部＞

１年 伊藤 大翔「さかなをたべてるわに」
仲間 岳 「わににのぼるぼく」

３年 下野 陽生「カラフルユニコーン」
松井 奈々「おしゃれなおさかな」

４年 坂部 瑠亜「どんぐりさんのひみつきち」
藤田 彩乃「シーちゃんとサーちゃん」

５年 永嶌 咲愛「フラワーランド」

校内マラソン大会
１位
１年 ８００ｍ 【女子】岩﨑 樹奈 ３分４６秒 【男子】孫﨑 偉生 ３分３３秒
２年 ８００ｍ 【女子】樋口 莉央 ３分３７秒 【男子】平野 凌雅 ３分 ５秒
３年 １０００ｍ 【女子】安東 倖羽 ４分１７秒 【男子】髙橋 侑生 ３分５２秒
４年 １０００ｍ 【女子】大古 蘭 ４分 ２秒 【男子】三木 蒼波 ３分４０秒
５年 １３００ｍ 【女子】池邊 夏 ４分５８秒 【男子】大須賀 翼 ４分５１秒
６年 １３００ｍ 【女子】中嶋 鈴・山根 実苑 ５分１４秒 【男子】宮本 瑞樹 ４分２８秒

君津地方読書感想文コンクール
最優秀賞

２年 平野 叶望
「すきなことでひろがるせかい」

優良賞
５年 岡田 笑実

「一期一会」

木更津市少年少女の主張作文
学校代表
６年 久村 日向子

「言葉」※「少年少女の主張大会」にて発表
入選
５年 池邊 夏

「夢に向かう自分」

明治天皇御生誕１７０年祭 明治神宮秋の大祭奉祝第１４７回明治神宮献詠短歌大会
秀逸賞
４年 岩瀬 七海 「伊勢えびを初めて見たよ生きたままおそるおそるにさばいてみたよ」

猿渡 友一羅「お父さん九州に行ってさびしいなでも九州に行ってお父さんに会えたよ」
月舘 和葉 「夏休みゴーヤがとれたちっちゃいな農家さんのはすごくおおきいな」
中山 暁斗 「草はらでバッタをかくほしたんだよ草原の上とんでいたんだ」
渡邉 斗翔 「かえるはねおいしい虫をおいしく食べ元気にあそぶかんしんするよ」

千葉県短歌大会
伊藤左千夫賞
４年 髙木 朋哉 「ねこがすき、鳴き声、肉球、もふもふな毛、それからそれからやっぱり全部」

講評 猫好きにはたまらない一首。この作者も猫が大好きでたまらない。そんな思いがあふれ出ている。
猫が好きな理由をあげたが、やっぱり全部が好きだという。共感できる歌である。

優秀賞
４年 秋倉 柚希 「子のいないプールにかもが泳いでる次の夏こそ泳ぎたいなあ」

講評 コロナ禍で水泳が中止になった学校も多い。プールには、私たちは泳げないが、鴨が飛んできて
泳いでる。来年こそはの実感が伝わる。

伊藤 玲奈 「ダンゴムシさわると丸いやわらかい手のひら歩くとくすぐったい」
講評 ダンゴムシに触れた感触が伝わるような歌である。下の句の手のひらを歩かせた感覚を「くすぐ

ったい」と表現し、ダンゴムシがぐっと身近になった。
鈴木 壬琴 「ありがいた死んだ虫たちはこんでた小さいあなに入っていった」
講評 蟻の様子をよく観察している。死んだ虫たちを運んで小さな穴に入っていったという。蟻の様子

が目に見えるようで、子供らしい着眼である。
時田 日和 「転校し初めて声をかけたらねやさしい子でねあんしんしたよ」
講評 転校して不安な作者が、思い切って、初めて声をかけた相手は、やさしい子だった。本当に嬉し

く、安心したことだろう。いじめ問題が叫ばれる昨今、ほっとなごむ歌である。

千葉県俳句大会 ジュニアの部
優秀賞
３年 五十嵐 依知花 「すなはまの貝がらの音なみの音」


